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4. 剖検輯報より見た最近 8年間の肺癌の動勢 
0半沢僑，井出源四郎，小形岳三郎
今野暁男，鎗田努，井上溢子
われわれは昭和 33年度より 40年度までの日本病理剖
検輯報より，臨床的ならびに剖検によって肺癌と診断さ
れたもの 6，350例を選択し， 8年聞にわたる肺癌の動勢
ならびに肺癌に関する誤診について検討した。特に誤診
に関しては，臨床診断と剖検診断が一致しなかったもの
が 33%あり，臨床診断が肺癌で，剖検ではそうでなか
ったものの中では転移性肺癌を肺癌としていたものが 
52.0%で最も多く，そのうち胃癌の転移であったものが 
12.4%で最も多い。また剖検で肺癌が確認されたが臨床
的に見過していたのが 26.6%ある。臨床的に他の疾患と
していたものの中では転移巣を原発としていたものが最
も多く 31.5%，そのうち縦隔腫窮としていたものが 42.5
%で最も多い。癌以外の他疾患としていたものの中では
肺結核としたものが 49.6%で約半分を占めていた。 
5. 実験的肺癒痕に関する研究 
0余哲叡，岡本達也
動物の癒痕の作成と癒痕と発癌の関係を究明するた
め，われわれは呑龍系，雄， 150gr前後のラットを用
い，両側肺を非開胸的に静脈針にて穿刺し，電気焼灼を
行なった，実験直後のものでは出血巣が著明で， 26日経
過したものでは細胞浸潤と軽度の器質化が認められた。 
89日経過したものでは径約 3mmの癒痕収縮がみられ，
赤染する謬原線維の増生があった。
実験的に 2ヵ月から 3ヵ月経過すると肺癒痕ができる
ことが可能となった。第二段階の実験では経皮的に化学
発癌物質を注入して，癒痕が発癌母地としていかなる役
割を演ずるものであるかを究明せんとするものである。 
6. 肺癌細胞の死後変化の電子顕微鏡的所見 
0井上溢子，小形岳三郎
人肺癌細胞の微細構造を研究する上に，なるべく死後
変化の少ないものが要求される。今回は手術的に血流遮
断後標本固定までの時聞が癌細胞の上にいかに現われる
かを観察した。
手術的肺動脈結業 4分後と 2時間以上のものとを同じ
クVレター  Jレ，オスミウム二重固定標本にて，電子顕微鏡
的に検索した。その結果，結染後長時間経過した固定
標本では，細胞質内のミトコンドリア，小胞体などの 
Organelleが著しく膨化するとともに，崩壊が強く，著
しい場合には細胞膜の断裂をきたす。核は核質が粗とな
り，核膜に凝集する傾向が出現する。かかる事は癌細胞
のごとく，元来細胞質内の Organelleが不規則で変性
傾向がみられるものでは，それらの微細構造を検索する
際結染後の時聞が短かいことが特に要求される。 
7. 実験的肺腫療
小林延年
肺腫蕩の発生実験は，化学的発癌物質を用いて，その
発生機序を検索するものと，種々な内因，外因を含めた
環境性因子との因果関係を検索するものに大別されると
考えられる。前者では最近，キノン類の 4-Nitroquino・ 
line l-oxide (以下 4NQO)の皮下投与により効率よく
肺腫療を発生せしめうるが， この還元性物質である 4-
H ydroxyaminoquinoline l-oxideを直接ラット肺内に
経気道投与することによりその 40%に種々な増殖性，
腫蕩性変化を観察し得た。すなわち扇平上皮化生，類表
皮癌様増殖，末柏、では腺癌様変化である。
他方，人肺組織には諸種金属元素が吸入されるが，中
でも Alminum元素(以下 Al)の蓄積は異常に多く，
この意義を検索するべく， マウスを用い Al.(吸入〉 
4NQO(皮下)同時投与実験を行なった。その結果は，
同時投与群では肺腫療の発生率は低く，抑制され，その
反面マウスにはきわめて発生しにくい類上皮型腫虜の発
生を見，少数例ではあるが，特異的な所見といえる。 
8. 気管支腺由来の中心性腺癌について 
0高橋正宜，長田 浩(中央鉄道病院)
気管支腺由来の腺癌について，従来の報告の多くは， 
adenoid cystic carcinoma (malignant adenoma)の
形である。今回報告する 3例は経過の速やかな癌性経過
を呈し，組織的に唾液腺の悪性腫虜に類似し組織発生的
に興味深い。組織像はいずれも AlcianblueP AS染色
強陽性の粘液産生細胞巣を含み，一見良性腺腫を思わせ
るところがあるが，導管を模倣した腺癌構造に移行して
いる。また属平上皮癌に一致した組織像もみられ muco・ 
epidermoid carcinomaというべき所見がある。組織像
は多彩であるが症例によって，腺癌像が優勢で、ある。組
織標本の得られた肺癌 56例中，腺癌は 36例であるがそ
の 12例は中心性にあり， さらにそのうち 3例 (25%)
気管支腺， あるいはその導管に由来したものと考えら
れる。腺癌の大部分は粘膜の被覆上皮に由来すると想定
された従来の考えかたに大きな示唆を与えるものであ
る。
